
平成２６年３月３日（月）～平成２６年３月９日（日）〔平成２６年第１０週〕の感染症発生状況
第１０週で定点当たり報告数の多かった疾病は、1)インフルエンザ 2)感染性胃腸炎 3)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 でした。
インフルエンザは定点当たり２３．１１人と前週（３０．６３）より患者報告数は減少しましたが、例年よりかなり高いレベルで推移

しています。
感染性胃腸炎は定点当たり６．４５人と前週（７．３３）より患者報告数は減少し、例年より低いレベルで推移しています。

【感染症発生動向調査事業から】

今、何の病気が流行しているか！

第１０週報告数第２位

第１０週報告数第１位
引き続き予防対策の徹底を！～インフルエンザ～
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③発症後5日及び解熱後2日

程度は他の人にうつす可能

性がありますので、自宅で

ゆっくり療養しましょう。

④こまめな換気を心がけまし

ょう(1 時間に 1 回程度)。

※風の入口と出口をつくり、風

が通り抜けるようにすると

効果的です。

①咳が出るときは、マスク

をしましょう。

②家族が患者さんと接す

るときは、念のためマス

クを着用し、こまめに手

洗いをしましょう。

インフルエンザの流行状況川崎市におけるインフルエンザの患者報

告数は減少傾向にありますが、依然として

高いレベルで推移していますので、引き続

き予防対策を徹底しましょう。

今回は「かかったときの注意点」につい

てご紹介しますので、参考にしてください。

※インフルエンザの感染力はとても強く、対策を行っていても、
誰かにうつしてしまうことがあります。
家族全員で予防対策に取り組むことが大切です。


